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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年4月8日(2010.4.8)

【公表番号】特表2004-515245(P2004-515245A)
【公表日】平成16年5月27日(2004.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2004-020
【出願番号】特願2002-549720(P2002-549720)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/47    ＺＴＤ　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２３】
実施例１２
　ファージライブラリＰｈＳＰ－Ｄ－ｌｂ００１の構築
　ＰｈＳＰ－Ｄ　ＣＴＬＤ挿入部分（配列番号６１）位置７４から７６又は７３から７９
（ループ１）及び１００から１０４又は１０３から１０４（ループ４）に対応するランダ
ムアミノ酸残基を含有するファージライブラリＰｈＳＰ－Ｄ－ｌｂ００１は、ＳｆｉＩ及
びＮｏｔＩ制限ｐＰｈＳＰ－ＤファージミドＤＮＡ（実施例１０を参照のこと）２０μｇ
を適切に無作為化したループ１及び４領域をコードするＳｆｉＩ及びＮｏｔＩ制限ＤＮＡ
断片集合体１０μｇと連結することによって構築する。ＤＮＡ断片集合体は、３個のルー
プ１ＤＮＡ断片それぞれと３個のループ４ＤＮＡ断片それぞれを結合させた９個の組合せ
反応物を鋳型として、オリゴヌクレオチドＳｆｉ－ｔａｇ５’－ＣＧＧＣＴＧＡＧＣＧＧ
ＣＣＣＡＧＣ－３’（配列番号７４）及びＮｏｔ－ｔａｇ５’－ＧＣＡＣＴＣＣＴＧＣＧ
ＧＣＣＧＣＧ－３’（配列番号７５）をプライマーとして標準的方法を使用して増幅する
。３個のループ１断片のそれぞれは、ｐＰｈＳＰ－ＤファージミドＤＮＡ（実施例１０を
参照のこと）を鋳型として、オリゴヌクレオチドＳｐ－ｄｌｏｏｐ１ａ　ｆｏ（配列番号
７６）、Ｓｐ－ｄｌｏｏｐ１ｂ　ｆｏ（配列番号７７）又はＳｐ－ｄｌｏｏｐ１ｃ　ｆｏ
（配列番号７８）及びＳｆｉＳＰ－Ｄ（配列番号６４）をプライマーとして１次ＰＣＲ反
応で増幅して、さらにＳｆｉ－ｔａｇ（配列番号７４）及びＳｐ－ｄｌｏｏｐ１－ｔａｇ
　ｆｏ（配列番号７９）をプライマーとして使用したＰＣＲ反応で増幅する。３個のＤＮ
Ａループ４断片は、ｐＰｈＳＰ－ＤファージミドＤＮＡ（実施例１０を参照のこと）を鋳
型として、オリゴヌクレオチドＳｐ－ｄｌｏｏｐ４ａ　ｒｅｖ（配列番号８１）、Ｓｐ－
ｄｌｏｏｐ４ｂ　ｒｅｖ（配列番号８２）又はＳｐ－ｄｌｏｏｐ４ｃ　ｒｅｖ（配列番号
８３）及びＮｏｔＳＰ－Ｄ（配列番号６５）をプライマーとして標準的方法を使用して１
次ＰＣＲ反応で増幅し、さらにＳｐ－ｄｌｏｏｐ４－ｔａｇ　ｒｅｖ（配列番号８０）及
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びＮｏｔ－ｔａｇ（配列番号７５）をプライマーとして使用したＰＣＲ反応で増幅する。
このオリゴヌクレオチド配列では、ＮはそれぞれヌクレオチドＴ、Ｃ、Ｇ、及びＡそれぞ
れ２５％の混合物を表し、ＳはＣ及びＧ５０％の混合物を表し、適切に無作為化されたヌ
クレオチド配列をコードする。連結した混合物を使用していわゆるエレクトロコンピテン
トなＥ．ｃｏｌｉ　ＴＧ－１細胞を標準的な方法を使用してエレクトロポレーションによ
って形質転換した。形質転換した後、Ｅ．ｃｏｌｉ　ＴＧ－１細胞をアンピシリン０．２
ｍｇ／ｍＬ及び２％グルコースを含有する２×ＴＹ－寒天プレートに入れ、３０℃で一晩
インキュベートした。
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